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今号のご家族▶月舘 重徳さん・久美子さん・信之介くん・京之介くん・
雅ちゃん

撮影場所▶三沢市漁民研修センター(三沢市)
 
【インタビュー】

●2011年３月11日のこと、憶えていますか？
▶重徳さん「私は出先で車の中だったんですけど、揺れてねぇ。あれや

ばい、これやばいって。うちは新聞販売店で、店に戻ったら、ちょうど

夕刊が搬入されたところ。その後も余震が１回、２回…ってきて、それ
もかなりの強さで。海岸には大津波警報も出て、でも、とにかく夕刊の配達作業はしたんです。

」

▶信之介くん「学校で『あれ、地震かな？』と思ったらガタガタガタッと揺れだして。２階にいた

んだけど、玄関のガラスが、割れるんじゃないかと思うぐらいガンガン揺れていた。」　

▶京之介くん「学校のパソコン室で、パソコンがすごく揺れて、机から落ちてきそうな感じで、壁

時計が落ちて割れて。校庭に避難した後にも余震が２回ぐらいあって、国旗掲揚台がすごく揺

れて、それが一番怖かった。」　

▶重徳さん「夜は寒いし、停電で暗いし…だったけど、うちのおふくろが豆炭たいて、暑いぐらい
になって。小さい発電機を持っていたので、ライトやTVは点けました。」　
▶久美子さん「豆炭、大活躍だったよね。こたつに入れたり、鍋乗っけて料理したり。その日の夜

はカレーにしたんです。数日持つし（笑）」　

▶重徳さん「電話も繋がらないから、翌日の朝刊が来るのかも分からなかった。それでも次の日、

従業員がいつもの時間に来てくれて、『今日、朝刊発行されてるの？』って。助かったよね。」

●三沢も大津波の被害を受けました。

▶久美子さん「この一帯は国道338号をはさんで、海寄りの土地が下がっていて。漁港に波が上が
って…」　
▶重徳さん「第1波はそうでもなかったけど、第2波がかなり時間差があって来て、それが大きか
った。警報が出ていたけど、浜の様子を見に行った人が結構いて、胸まで波に飲まれたとか、車

をダメにしたとか、何件も聞きました。三沢には2方向から波が来たんです。前海からと、八戸方
向からの横の波と。みんな『横から波が来た、それが怖かった』って言います。実は、うちの従

業員の1人が、第2波で亡くなったんです。仕事の後、漁港の様子を見に行ったみたいで。…真面
目な人でね、残念だったですね。」「三沢は『川目』という小さい川が一川目から六川目まであ

るんです。津波はそれを遡って、川沿いのお宅が被害を受けた。うちの配達エリアでも、全壊・

半壊のお宅が十何軒ありました。」　

▶久美子さん「四川目地区では、大きな船が２艘ぐらい打ち上げられてた。」



●震災以降、心境に変化はありましたか？

▶久美子さん「前は地震でも『平気だよねー』みたいなとこがあったけど、今は『この後強くなる

かも』みたいな意識は出ましたね。特に２番目（京之介くん）の反応が素早い（笑）」　

▶京之介くん「地震に対する危機感が強くなった。家族を大切にするようになった。友達とも仲良

くしたい。」　

▶重徳さん「ここは六ヶ所が近い。核燃料サイクル施設に何かあれば、ここもダメですから。安全

だ安全だと言われてきたじゃないですか。でも福島を見て、原子力関連施設が近いという事実を

意識するようになりました。」　

●10年後は？
▶重徳さん「家族みんな健康でいられれば一番いいと思う。」　

▶久美子さん「平平凡凡に楽しんで、毎日を過ごせたらいいなと思う。どうせやるなら、楽しい感

じがいい。」　

▶信之介くん「全然考えたことないなぁ…。」　
▶雅ちゃん「サーティーワンのアイス屋さん？」　

▶京之介くん「とりあえずは、今は医者になりたい。」　

▶家族全員「ほぉっ！」

 
【編集後記】今回の撮影場所は三沢漁港地区の漁民研修センター。１階窓を覆うブルーシートが

、今も大津波の爪痕を伝えます。月舘さんご一家は、取り壊しが決まっているこの建物を記憶に

とどめたいと、撮影場所に選んだそうです。岩手・宮城・福島の被害の前にかすみがちだけど、

青森県も東日本大震災の被災地。忘れないでいたいです。【前田ふひと】

 
【寄付総額】2011年6月〜2013年10月31日まで、『¥1,966,136』を寄付することができました。
ご協力に感謝いたします。


